情報科学科　D1　中林太美世

院生企画セミナー（中島先生分）実施報告書

日時　：2007/1/9(火)　15:00-18:00

場所　：理学部会議室

出席者：講師を含め計39名

（B3：9名、B4：8名、M1：9名、M2：2名：D1：3名、D2：1名、

　　　　　　教員：5名、スタッフ：1名）

講師　：中島和生教授（メリーランド大学）

講演テーマ：1部「連立１次方程式PSMとその応用」(15:00-16:30)

　　　　　　2部「２１世紀の日本を背負う女性科学技術者軍団」(16:30-18:00)

講演概要：

(1) 「連立１次方程式PSMとその応用」
PSM (Partial Solution Method)と呼ばれる連立一次方程式の新しい解法に関するものであった。従来のガウス消去法やLU分解法に比べて約２倍高速で、特にスパース係数行列に対して有効である。また、分解アプローチという手法を用いれば、更なる高速化が可能である。建物振動解析、流体計算等に適用した興味深い事例紹介があった。

(2) 「２１世紀の日本を背負う女性科学技術者軍団」

景気回復の兆しが見るものの、米国に比べて元気がない日本、さらに少子化、高齢化が進み、将来不安が広がる日本。このような暗い現状を打開し、経済的・精神的に国を豊かにしていくためには、日本のお家芸「ものづくり」を復活させることが重要である。そのためには、米国に負けない国産の製造・設計支援ソフトウェアが不可欠である。ソフトウェア開発は、女性に適した技術職である。奈良女子大学の学生、関係者こそ、今後の日本活性化を担うべき重要な人材である。奮起お願いしたい。

